漱石のプロフィール
　１８６７年（慶応３年）～１９１６年（大正５年）。東京出身。本名・金之助。小説家・英文学者。

　東京帝国大学で英文学を専攻したが、学友であった正岡子規の感化で俳句に親しむ傍ら、英語教師として松山、熊本に赴任した。

　明治３３年には英国に留学して２年間滞在。一高教授や東大の講師を兼ねたが、日露戦争中からせんごにかけて、「吾輩は猫である」「倫敦塔」「幻影の盾」（38年）「坊っちゃん」「草枕」（39年）などを次々と発表。特に、初めて発表した「吾輩は猫である」は、発想の面白さと風刺の鋭さ、歯切れの良い文体で、近代口語体小説を広める先駆となった。
　明治４０年、全ての教職を辞して小説に専念。「虞美人草」（40年）「三四郎」（41年）「それから」（42年）「門」（43年）「こころ」（大正3年）「道草」（4年）「明暗」（5年）と、市の直前まで活発に創作活動を続けた。

　作風には、短い創作期間の割には、はっきりとした変遷が見られる。

第一期は、教職の傍ら筆を執った時期。「吾輩は猫である」から「草枕」までで、自己の可能性を追求した反面、遊び半分の呑気さも表れている。

第二期は、職業作家としての確立期。「虞美人草」「三四郎」などの作品では、自分自身の生き方をあくまでも知的な理詰めの態度で追求した。

第三期は、持病の胃潰瘍で重体に陥ってから死に至る時期。「行人」「こころ」「明暗」では、関心の対象をさらに心理に集中させている。最後に理想とした境地は「則天去私」―――人間が自我を離れることのむずかしさを深く洞察した。

